
鰹
、

丑
年
四
月
★
日
第
三
紳
騨
艇
物
認
可

釜
八
笙
星
＋
七
昌
鋼
本
竃
且
圓
置
型
鯵
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一一 萱萱N　　s

京
都
哲
學
會
規
則

一
、
毎
月
一
同
難
誌
『
哲
學
研
究
』

第
四
條

第
五
條

　
　
帽
、

　
　
「
、

第
六
條

　
雛
校
、

　
コ
ト
チ
得

第
七
鰹
會
員
ハ
魯
費
ト
シ
テ
勇
武
圓
八
拾
銭
、
前
後
二
期
哺
扁
分
チ
テ
箭
納
ス

　
ベ
キ
モ
ノ
ト
ス

第
一
八
簸
　
衛
昌
貝
ハ
本
會
ノ
諸
種
ノ
會
ム
切
二
出
席
ス
ル
コ
ト
チ
得
日
曲
ツ
難
誌
『
哲

　
學
研
究
』
ノ
配
付
チ
受
ク

第
九
陥
練
　
｛
小
衛
1
1
規
…
㎝
〃
ノ
改
M
比
斜
獺
め
珊
《
ハ
委
同
機
A
W
日
ノ
決
鱒
隅
漏
臨
棋
ル

謹
言
チ
京
都
哲
學
會
ト
稠
ス

本
曾
ハ
廣
義
畠
於
ヶ
ル
哲
學
ノ
研
究
及
其
普
及
チ
以
テ
目
的
ト
ス

本
魯
ハ
晶
削
傑
ノ
R
口
的
チ
達
セ
ン
が
爲
メ
左
ノ
鄭
業
ヂ
行
フ

毎
月
醐
圓
破
究
會
チ
開
ク

毎
年
春
秋
二
圓
公
開
講
演
會
チ
開
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヂ
畿
行
ス

本
會
事
務
所
チ
京
都
帝
國
大
學
交
科
大
學
内
二
股
ク

本
愈
ノ
事
業
チ
細
鵬
響
ス
ル
魯
切
メ
昌
左
ノ
役
員
チ
殿
ク

委
員
へ
碧
干
名
）
京
都
帝
國
大
學
丈
科
大
學
哲
學
科
教
官
及
委
員
愈
・

二
於
テ
推
薦
シ
タ
ル
春
チ
以
テ
之
昌
充
ツ

書
詑
（
一
名
）
委
員
會
昌
於
テ
囑
託
ス

ゐ小

¥
ノ
趣
ロ
田
エ
稗
ハ
同
ス
ル
者
ハ
何
入
昌
テ
モ
＾
曾
圏
隅
タ
ル
ロ
ト
チ
轟

㎜一

T
煎
、
教
意
愈
、
其
他
ノ
團
艦
ハ
其
園
膿
ノ
名
チ
以
テ
入
會
ス
ル

京
都
哲
學
會
役
員

婆
　
員

書
　
記

事
學
博
士
波
多
野
精
輔

文
學
博
士
西
田
幾
多

丈
學
博
士

交
樫
士

朝
　
永

千
　
葉

二
重
二
士
　
狩
　
　
野

交
學
薄
士

評
議
士

文
學
博
士

交
學
博
士

雪
転
博
士

交
鍛
傅
士

交
學
博
士

胤十

成郎　郎

直
　
喜

米
　
田
　
庄
　
太
　
郎

高
瀬
　
武
　
次
　
郎

植
　
田

實小藤深松野
田本上西井
丈健

壽
　
藏

三重・治康三俊

治流郎算郎夫



．

　
　
魏
僻
嚢
の
内
点
谷
は
「
義
艶
」
に
從
は
れ
た
所
瓢
か
多
く
、
　
そ
れ
を
比
較
的
現
代
の
雛

　
　
を
以
て
譲
遮
せ
ら
れ
た
槻
が
あ
る
、
到
る
所
「
若
し
信
の
下
の
解
繹
を
深
く

　
　
味
は
ず
に
、
前
の
敏
理
だ
け
を
以
て
直
ち
に
信
の
封
象
と
す
る
な
ら
ば
、
そ

　
　
れ
は
全
く
知
解
の
分
齋
に
止
ま
っ
て
了
っ
て
、
眞
の
宗
教
的
信
念
に
は
途
に

　
　
到
慰
し
得
な
い
こ
と
に
な
る
」
と
の
著
者
の
態
度
が
現
は
れ
、
随
っ
て
本
望

　
　
は
「
大
野
起
信
論
」
の
研
究
酌
講
義
と
骨
口
ふ
よ
り
亀
、
寧
ろ
「
大
乗
起
信
」
を
講

　
　
演
せ
ら
れ
た
も
の
だ
と
讐
ふ
方
穏
當
で
あ
る
糠
に
思
は
れ
、
　
佛
…
歌
一
般
高
騰

　
　
の
者
に
と
り
て
便
宜
な
取
運
で
あ
る
と
信
ず
る
。

　
　
　
定
訳
講
本
用
「
雨
課
封
照
大
乗
起
信
論
」
は
本
丈
の
み
の
薪
蕉
雨
課
封
照
で

　
　
あ
っ
て
、
　
「
讃
者
は
之
に
よ
り
て
何
物
に
も
煩
は
さ
れ
ず
貞
由
に
本
丈
の
意

　
　
味
を
思
索
し
理
解
し
」
、
現
代
的
研
究
に
依
り
て
　
「
薪
ら
し
3
1
¢
慧
義
の
上
に
更

　
　
に
よ
り
深
き
心
理
の
顯
撫
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
』
著
者
と
共
に
私
共
は
期
待
す

　
　
る
の
で
あ
る
。

　
　
京
都
法
瀬
高
一
廉
行
、
発
一
聯
一
昌
山
ハ
四
頁
、
常
偬
慣
壷
醐
圓
五
十
鏡
、
　
別
冊
川
七
十
三
頁

　
　
定
斎
五
十
鏡
、
（
本
田
義
英
）

　　

@　

@　

@
民
奎
議
の
警
　
畔
難
戦
強
鐵

　
　
　
本
轡
は
デ
ユ
ー
イ
氏
の
O
㊦
営
O
o
婆
。
同
⇒
ロ
篇
国
畠
b
o
算
に
。
膨
を
解
干
し
た
も
の

　
　
で
あ
る
。
デ
ユ
ー
イ
氏
は
米
國
節
一
流
の
學
者
で
あ
っ
て
殊
に
其
教
育
論
は

　
　
内
外
の
黒
想
界
に
重
き
を
な
し
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
今
囲
興
賜
暇
を
利
用

　
　
し
東
京
帝
國
大
學
の
招
聰
に
同
じ
薮
日
の
中
K
來
朝
の
筈
で
あ
る
。
此
時
に

　
　
當
り
兜
年
キ
ン
グ
氏
の
鮭
愈
毅
育
に
關
ず
る
書
を
日
本
の
學
界
に
紹
介
し
て

67

ｬ
功
せ
る
漸
蓬
思
想
家
田
制
氏
の
筆
に
よ
り
て
デ
↑
イ
氏
の
近
業
「
民
霊

感
虫
義
と
慢
罵
」
が
我
學
界
に
邦
丈
に
よ
η
て
紹
介
さ
る
浅
い
ふ
こ
と
は
頗

　
　
　
　
　
　
　
　
寄
賂
　
雑
．
誌

る
時
宜
に
適
せ
る
も
の
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。

　
本
書
瓢
確
…
設
者
の
序
及
緒
…
言
を
以
て
初
窪
り
島
島
二
十
六
章
が
墾
心
切
明
瞭

に
解
設
さ
れ
て
あ
る
。
蓋
し
デ
ユ
ー
イ
氏
は
其
費
用
主
義
の
思
想
に
墓
き
恐

考
を
以
て
統
一
的
経
駒
の
不
噺
の
改
造
不
漁
の
再
構
戌
の
山
力
便
叉
は
機
關
と

見
倣
し
、
進
化
的
、
経
瞼
的
、
殊
に
趾
會
的
で
あ
る
所
に
其
教
育
思
想
の
特

色
を
獲
揮
し
て
風
…
る
の
で
あ
る
。
其
駈
謂
民
本
主
義
も
解
…
曲
説
者
の
序
丈
に
於

て
設
か
れ
て
あ
る
が
如
く
孤
立
的
潮
入
主
義
の
色
彩
を
有
せ
ず
し
て
祉
曾
的

畏
本
主
義
の
立
揚
に
立
っ
て
居
る
、
　
氏
が
千
八
百
九
十
六
年
よ
り
千
九
百
〇

三
年
迄
シ
ガ
ゴ
の
教
育
大
學
の
附
厨
差
異
に
鞭
て
試
み
た
る
手
工
敏
育
も
ま

さ
に
氏
の
方
便
的
、
蓮
化
的
、
羅
験
的
、
就
會
的
の
實
用
主
義
の
實
験
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
敏
育
魚
苗
霊
的
な
理
想
主
義
的
な
考
方
は
實
用
主
義
の
思

想
や
其
思
想
0
賞
品
に
よ
ゆ
で
俄
か
に
征
服
せ
ら
る
・
べ
き
も
の
で
は
な
い

け
れ
ど
も
殊
に
其
趾
會
的
見
地
の
影
聯
に
就
て
は
侮
る
こ
と
が
繊
來
な
い
も

の
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
吾
人
は
氏
が
「
融
愈
と
學
校
」
麹
委
寛
平
譲
に
滞

足
せ
ず
し
て
本
書
に
於
て
更
ら
に
一
癬
徹
底
胸
な
…
暦
組
織
的
な
恐
想
を
獲

表
せ
る
を
喜
び
、
此
を
邦
交
に
て
本
邦
に
紹
介
せ
る
田
制
氏
の
苦
心
と
勢
力

に
対
し
感
謝
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
東
京
、
瞳
丈
館
、
　
定
偵
二
圏
五

十
饅
（
一
月
廿
七
日
小
西
重
窟
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

寄
贈
雑
誌

　
黄
斑
難
事
、
了
酉
倫
理
講
演
集
、
心
理
研
寵
、
東
洋
暫
學
、
六
合
難
誌
、
東

亜
之
光
、
無
智
燈
、
★
條
學
騨
、
早
稻
田
丈
學
、
學
校
敏
育
、
國
艮
教
青
、

警
防
學
衛
界
、
教
湾
界
、
教
育
研
究
、
中
等
教
育
、
教
育
時
論
、
東
京
教
育
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一



　
　
　
　
　
　
　
哲
　
學
「
硯
　
究
　
　
第
三
十
六
號

翻
奮
縣
警
・
欝
縣
警
近
江
警
、
鮫
叢
警
、
三
重
三
、
愛

　
　
知
教
育
、
都
市
教
育
、
信
濃
教
育
、
佐
賀
縣
教
青
、
藝
備
歎
育
、
長
時
縣
教

　
　
育
難
誌
、
宮
城
教
育
、
愛
媛
教
育
、
山
形
縣
敏
育
、
秋
田
縣
敏
育
難
誌
、

、

一
〇
｝
．
｝

二
　
　
炉
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完
結
）
：
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口
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故
三
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像

、
故
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ト
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重
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授
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田
幾
多
郎

黒
田
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次
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淺
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郎
、
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、
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謙
造
、

藤
井
健
治
郎
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愈
告

一
、
本
愈
へ
入
會
希
望
ノ
糊
目
直
接
本
・
曾
宛
テ
ニ
御
串
込
潮
下
二
間
　
『
、
倉
員
ニ
シ
デ
鯨
一
居
セ
ラ
レ
タ
ル
節
日
直
チ
ニ
其
旨
御
報
二
二
下
　
　
度
候
　
｝
、
會
費
ハ
振
替
口
座
穴
阪
滲
〇
六
穴
霧
轡
、
東
都
暫
墨
盧
宛
テ
轟
　
　
獅
挿
込
被
r
度
候
　
　
、
　
本
誌
ノ
編
輯
ご
．
關
…
ス
ル
通
信
及
紹
介
●
新
刊
書
・
交
換
難
誌
等
ハ
　
　
凡
テ
本
禽
宛
テ
ニ
御
獲
逸
被
下
度
量
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嫁
一
義
薩
京
都
哲
高
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
振
替
口
座
・
筑
阪
桑
門
◎
六
山
輪
西
轟
｝

難
製
糖
二
↓
七
野
馳
納
艦
第
三
＋
六
鏡
戸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
帝
國
大
學
丈
科
大
學
内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
胴
諭
旨
　
　
　
京
都
哲
學
會

，

膀
　
　
　
　
　
数

定
．
　
　
　
　
贋

郵
　
　
　
　
穐

一
　
　
　
　
　
　
　
溺

金
肥
拾
右
　
銭

金
　
　
壷
　
　
鑓

右
代
表
岩
．
　
　
寳
　
腰
　
方
　
治
獲
行
者
　
　
　
大
　
葉
．
久
　
吉
　
　
　
　
　
　
　
蛾
泉
市
日
次
構
圃
本
石
町
　
　
　
　
　
　
　
三
　
丁
昼
　
十
　
七
　
番
　
馳
印
刻
奮
　
　
　
青
柳
十
一
郎
　
　
　
　
　
　
　
璽
禦
市
串
込
画
市
寄
加
賀
町
　
　
　
　
　
　
　
一
　
丁
　
目
　
十
　
二
　
番
地
印
陣
所
　
　
秀
英
舎
第
一
工
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
館

定
儂

山ハ

@
　
　
　
　
勝
（
前
A
㎜
）
　
　
金
　
艦
鮎
　
瞳
　
五
　
拾
銭
　
｝

不
　
　
申
　
　
　
受

十
　
二
　
朋
へ
蘭
…
金
）
【
金
　
　
　
参
　
．
　
圓
一
不
　
　
　
申
　
　
　
受

一
門
豊

一
　
｝
貝
　
　
　
金
拾
　
　
　
闘
［
　
　
　
　
孚
頁
　
　
　
金
　
六
　
　
　
醐

襲
行
所
慰
謝
顯
螺
臨
融
業
諸
費

正
文
撰
定

襲
費
元
鹸
鎚
紅
熱
唖
雌
鳶
洋
紅
交
館
　
　
　
　
　
　
（
東
京
）
　
東
京
堂
、
東
海
堂
、
北
隆
館
、
出
臨
写
所
良
朋
堂
、
上
田
屋
　
（
大
阪
）
　
盛
旧
館
　
　
　
　
　
　
（
京
都
）
　
寳
文
館
　
（
曝
露
）
　
賓
文
館



英自陣臆界の名著

同
譲
田
〉
需
弓
O
『

鵬
Z
O
r
豊
明
　
O
O
Z
ぐ
働
閣
◎
o
＞
同
幽
O
Z

本
書
の
著
者
は
英
語
國

民
の
閻
に
其
済
生
を
遽

り
普
通
繭
般
に
使
用
せ

ち
る
』
言
語
習
慣
を
熟

知
ず
る
と
と
に
於
て
稀

に
見
る
所
の
英
語
逼
ぬ

り
此
人
に
俵
り
て
此
書

を
公
に
ず
誠
に
英
語
學

界
の
旧
恩
幅
音
海
り

迭 定 美ボ

料
出
金 本ケ

金
壼
圓 全ツ

八 二
輪
壼ト

銭 銭 冊形

本
書
は
三
十
八
章
の
會
話
及
び
野
球
通
話
、
書
翰
認
可
、
ス
ロ
ガ
ン

並
に
英
文
電
報
略
文
法
の
藷
章
を
…
収
め
、
　
一
度
之
を
通
譲
す
れ
は
、

容
易
に
此
等
の
諸
請
諸
法
に
通
ず
。
叉
各
頁
の
上
部
に
掲
げ
た
る
日

常
使
用
の
俗
語
は
、
著
者
が
實
際
生
活
に
於
て
得
た
る
も
の
に
し
て
、

普
通
の
談
話
に
最
も
必
要
な
る
も
の
と
い
ム
ベ
く
葡
も
實
際
英
米
人

に
接
鯛
せ
ざ
る
者
の
以
て
甚
だ
學
び
難
し
と
す
る
所
の
も
の
な
り
。

加
之
霧
末
の
卓
上
演
嘉
例
は
悉
く
知
名
の
士
が
種
々
の
場
合
に
於
て

爲
し
だ
る
有
名
の
演
醗
に
し
て
、
模
範
と
す
る
に
足
る
も
の
な
り
。

之
を
要
す
る
に
本
書
著
述
の
圓
的
は
、
輩
に
譲
書
に
櫨
っ
て
英
交
の

知
識
を
得
た
る
邦
へ
に
二
っ
て
、
實
際
に
活
用
せ
ら
る
、
英
語
と
、

叉
如
何
な
る
場
合
に
如
何
な
る
エ
キ
ス
プ
レ
ヅ
シ
ヨ
ン
が
便
用
せ
ら

る
、
か
を
示
さ
ん
と
す
る
に
あ
り
。

町石本湿橋本日南京東
（番○八二京束替振）喚呼館町西淡匠東市阪大

（番三四阪大替振）

哲
　
　
曲
學
　
　
研
…
　
究
　
　
　
鍵
叩
三
十
山
ハ
盛

人
細
鰹
獣
㌦
紬
鋤
賛
講
論
）
（
↓
〈
露
五
年
四
日
り
勘
ハ
鱈
獅
第
下
種
郵
軸
物
総
可
）
　
定
置
金
三
隅
五
貸
；


